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１．研究の背景と目的 

 登山道、それは林業や登山のための交通インフラとして存

在するが、現代の日本において数少ない人道の一種であり、

その存在には単なる機能のみならず文化的価値がある。 

しかし、昨今のコロナ禍により、その存在が脅かされてい

る。長年目をそらしてきた登山道整備の曖昧さのしわ寄せが

露呈したのである。また、コロナ以外でも、登山道を整備す

る関係者の高齢化や技術継承の難しさ等、従来までの整備方

針では長期的な運営が困難であるといえる。 

そこで本研究では、都市近郊の雲取山を対象に、全く新し

いレジリエントな登山道整備の概念の提案を目的として、都

現地状況の実地調査、現状の登山道の評価・分析を行う。 

登山道は長年、その多くが所有者不明、管理者不明という

曖昧な条件のもと、山小屋スタッフ・ボランティア・行政に

より明確な管理体制のないままに維持されるものが多かっ

た。結果、コロナ禍によって整備において重要な役割を果た

していた山小屋の経営が傾き、登山道の存続が危ぶまれてい

る。NHK によって 2021 年に北アルプスの山小屋 86 戸に対し

て行われた調査では約 7 割が経営が難しいと答え、既に山小

屋周辺の登山道が荒れ始めていると 4 割が回答している。 

従来の登山道整備では一部の組織に依存したものとなって

おり、不測の事態に対して脆い。また、近年スマートフォン

等のアプリケーションの普及により登山が気軽に行われるよ

うになった。登山、そして登山道の新たなフェーズとして全

く新しい整備概念が必要であると考える。 

そこで、本提案では登山道の本質的存在や利用者の特徴、

整備運営の合理性等を考慮し、現在の一部組織に頼った整備

に代わる、登山者を主とした「生物の治癒のような整備メカ

ニズム」により、ハードとしての整備、そしてそれ以上に、

登山者の山への認識を変化させる。 

２．研究対象 

東京都、山梨県、埼玉県の行政境界上に位置する日本百名

山の雲取山(2017m)のメインルートの一つである鴨沢ルート

での整備、特に階段と水切りといった主要整備を対象とす

る。 

３．研究方法 

研究方法は、第一に、現地での整備状況の実地調査を行

う。 

第二に、環境条件（植生・地質・国立公園区域・山小屋の

位置等）と整備箇所のプロットデータを照合し、整備箇所、

整備不良個所と各種環境条件との関係を分析する。 

第三に、分析結果を元に雲取山における登山道整備と環境

条件の関係の分析をもとに、対象ルートでの整備について考

察を加える。 

４．鴨沢ルートの整備状況の把握、課題分析 

 現地での調査によってルート上の整備箇所、整備種類、

実測を含む整備状況を記録、プロット化したものが下図であ

る。 

 

 

 

 

 

図１ 雲取山鴨沢ルート 整備箇所プロット図 

表１ 各種整備施設 実測データ   
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本データを元に各種環境条件との比較、設計における整備

規模の検討を行った。 

環境条件との比較として具体的には 

①整備分布と植生との関係、 

②整備分布と地質との関係 

③整備分布と国立公園区域との関係 

④整備分布と登山道の傾斜度との関係 

⑤整備分布と山小屋位置との関係について分析、このうち

表 1,図 3 は山小屋の位置と整備不良個所・整備箇所との関

係を分析したものである。 

結果として、各環境条件のうち、特異な関係が見られたの

は①,③,⑤であり、特異な関係が見られたエリアについて各

項目の関係を図示したものが図 4 である。 

結論として、雲取山では各種①～④のような環境条件、

整備不良個所と整備との間に明らかな関係はなく、図３

にわかるように、山小屋を中心とて、その周辺の整備が

積極的に行われていた。ここから雲取山での整備の課題

として日本アルプスのような人気山岳エリアでの課題と

同様に、山小屋に依存した整備体系であることが判明し

た。ここから設計では「生物のような登山道」をコンセ

プトに、生物の治癒のような整備体系を提案する。 
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表１ 山小屋の位置と整備箇所・整備不良個所との関係 

図４  各種自然条件分析結果 関係図 

図３ 山小屋の位置と整備箇所・整備不良個所との関係 

図 2 現地調査 現況写真・実測データ 整備箇所 

図５ 分析結果から設定する新たな整備イメージ 
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主査：古谷勝則，副主査：霜田亮祐，武田史朗) 

Phase.3 Phase.2 Phase.1 

Plan  整備タイプ（新たに創る整備の一例） 


